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スポーツイベントや文化芸術イベント、あるいは博物館訪問などを余暇的活動と定義した上で、本研究

では、そのような余暇的活動から派生する移動の意義について、ウェブアンケートに基づいた実態調査に

基づいて考察することを目的とする。コロナ禍の中で、不要不急の移動の自粛が社会的に要請され、情報

技術革新と相まって、テレワークや遠隔教育が大きく普及してきている。これらは、都市活動のあり方や

生活のあり方の見直しにもつながり、通勤通学混雑の緩和などの効果も期待できる一方で、過度な移動自

粛が、人々の精神衛生に問題をきたす可能性も懸念されている。そのような中で冒頭に述べたような活動

の意義、それらに参加するための移動の意義、人々の精神衛生上の課題解決のための工夫方法の提案に取

り組むことの意義は大きい． 
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1. はじめに 

 

(1) 研究の背景 

土木計画学の分野では、交通は活動の派生需要である

という観点から、人々の活動に着目した研究が行われて

きた。生活行動に関する調査・研究では、一日の活動を

「必需活動」「拘束活動」「自由活動」に分類している

例 1)がある。NHK の国民生活時間調査では自由活動を

「人間性を維持往生させるために行う自由裁量性の高い

行動」と定義しており、メディア接触やレジャー活動、

会話、休息からなる、としている。近年、このような余

暇活動を重視する人々が増加しており 2) 3)、人々の生活

の質（QoL）や幸福度が政策の評価指標として注目され

る中、とくに余暇活動のあり方がより重要になっている

と考えられる。 

いっぽう、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）

による影響（以下、コロナ禍）下では、大規模イベント

自粛要請がなされるなど、とくに外出を伴う余暇活動が

大きく制限される状況にあった。 

コロナ禍においては、政府の緊急事態宣言 4) によって

都道府県境をまたぐ外出の自粛要請がなされた。また、

大型連休期間や、緊急事態宣言期間の前後を中心に、各

自治体からも不要不急の移動の自粛要請が呼びかけられ

た。特に後者については、法律に基づかない要請という

こともあり、「不要不急」の定義を自治体が具体的に定

めることは避けられる傾向にあった 5)ものの、早期に大

規模イベントの中止・延期要請が発出されていたという

背景から、スポーツ・エンターテイメント業の開催する

各種イベントが影響を受けるなど、結果的に国民の余暇

活動の環境が大きく変化した。6) 

 この「外出自粛」の環境下で、オンライン飲み会や

バーチャルライブ開催など、余暇活動を自宅内の活動で

代替するような取り組みがみられた 6)。いっぽう、民間

会社の調査 7)では「コロナうつ」「自粛疲れ」など、外
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出行動が制限されていることによる不安やストレスが広

がっていることも明らかになっている。このことから、

外出しない活動への代替のみでは満足に余暇活動を行う

ことができていないと考えられる。地理学を中心とした

生活行動に関する研究 8)では、情報通信と交通行動は相

互作用を持ち単純に代替できる関係ではないことが示さ

れており、コロナ禍の急激な環境の変化に人々や社会が

対応しきれず、人々の精神状態に及ぼす悪影響が大きく

なったと考えられる。 

今後も、感染症の影響に限らず、自然災害や環境問題

などの要因で余暇活動が制限される場合があると考えら

れる。そのような状況において、人々の生きがいである

余暇活動を損なうことなく、担保できる社会を実現する

ためには、コロナ禍を踏まえ、今いちど、余暇活動およ

び余暇活動から派生する移動の意義を捉え直す必要があ

ると考えられる。 

また一方で、海外では、欧州を中心に自転車利用の普

及や、それに基づいて歩道や自転車レーンに増設する試

みがなされるなど、コロナ禍中の移動実態の変化に合わ

せた交通空間の再編が進む動きが見られている。新しい

生活様式に基づく移動のメカニズムを考慮することは意

義があると考えられる。 

 

(2) 本研究の目的 

以上の背景に基づき、本研究では、余暇活動から派生

する移動需要のメカニズムを明らかにし、移動の本質的

な意味について知見を得ることを目標とする。 

その中で、コロナ禍における余暇活動と派生する移動

の実態から、余暇活動に伴う移動の意義を明らかにする

ことを本研究の目的とする。 

 

2. 既存研究の整理と本研究の位置づけ 

 

(1) 既存研究レビュー 

a) 余暇活動に関する既往研究 

余暇活動の意義については幸福度と関連した研究が行

われている。弓場ら 9)は、都市娯楽活動へのアクセシビ

リティと幸福感に着目し、交通手段への満足度などの主

観的アクセシビリティが余暇活動の頻度を関連し、主観

的幸福感の増進に寄与する可能性を示唆した。橋本ら 10)

は、高齢者の余暇活動を外出の有無及び他者との交流に

よって分類し、外出をし移動を伴う活動が主観的幸福感

を高めることを示唆している。菅野ら 11)は、大学生の生

活実態について調査を行い、余暇活動と主観的幸福感の

関係を明らかにしている。また、森本ら 12)は、若者の地

方都市への定着という観点から、首都圏における若年層

の余暇活動実態を明らかにしている。 

また、生活行動全般に関しては、情報通信技術と交通

行動について、若年層の生成原単位に着目した一連の研

究がある。西堀ら 13)は、インターネット利用および人々

の意識と交通行動の関係を分析し、インターネット利用

と交通行動の両方が多い人と両方が少ない人が存在する

という，活動格差が生じている実態を明らかにしている。

平間ら 14)は活動格差の解消という視点から、生産年齢層

の外出行動、自宅内における活動の実態とその状況に影

響を及ぼしている要因を分析している。 

また、銭 15)らは同伴活動に着目し、同伴活動の経年変

化と同伴者の属性について分析している。 

 

b) コロナ禍に関する既往研究 

コロナ禍の影響に関しては、緊急事態前後から行動実

態の把握への試みが多くの分野で行われている。 

土木計画学研究委員会では新型コロナウイルスに関す

る行動・意識調査 16)を行い、「家にいる」ことの心的影

響や、目的別の外出行動の変化が明らかになった。また、

田中ら 17)は、この調査をもとに、感染対策に対する評価

の要因の分析を試みている。 

また、大森 18)は飲酒活動と主観的幸福感の関係に着目

し、コロナ禍前後の飲酒実態および幸福感の変化を分析

している。 

  

(2) 本研究の位置付け 

 以上のように、余暇活動については、外出し移動を伴

う活動の頻度やアクセシビリティが主観的幸福感に影響

することがわかっている。 

また、コロナ禍の影響については、外出自粛の影響によ

って移動を伴う余暇活動の機会が減少していることがわ

かった。 

一方、余暇活動には個人によって様々の目的が存在す

るが、コロナ禍において人々がどのように代替活動を選

択肢、実行したのか、またその満足度がどうだったのか

は明らかになっていない。そこで本研究では 余暇活動

目的の代替性と満足度に着目し、余暇活動とそこから派

生する移動の意義を明らかにすることを目標とする。移

動需要が発生するメカニズムの把握を試み、満足度を損

なわない代替活動のあり方や、アフター・コロナに求め

られる余暇活動と派生する移動を受容する空間のあり方

について検討する。  

 

3. 研究手法 

本研究では、コロナ禍前後の余暇活動実態に関する調

査を実施し、余暇活動および余暇活動から派生する移動

需要に関する分析を進める。 

 

(1) 仮説設定 

調査の実施にあたっては、既往研究及びコロナ禍の影
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響を踏まえ、コロナ禍における余暇活動について仮説を

以下のように立て調査内容の検討を行う。 

仮説①：余暇活動の目的により、その活動の代替性が

異なり、「外出自粛」による余暇活動の満足度に違いが

生じる。 

私たちが余暇活動を行う際、時間・目的・場所・費用

など、さまざまな条件の選択肢から活動を選択し、実行

する。コロナ禍においては、イベントの中止や、「三密」

対策のための活動様式の変化が生じた。これらの活動環

境の変化は、もとの活動目的により、オンラインや他の

余暇活動への代替可能性が異なると考えられる。またそ

の違いが外出自粛下の余暇活動に対する満足度に影響す

ると考えられる。 

仮説②： 派生する移動も満足度に影響するような余

暇活動の目的があり、それが代替案の選択に影響するこ

とがある。 

外出自粛下では、移動を取りやめたり、移動手段・時

間帯などを変更したりする行動変容が起きた。移動の正

の効用を分析した既往研究 19)では、移動という行為自体

にも気分の切り替えなどの効用があると分析している。

実際に、コロナ禍で浸透した在宅勤務に関する調査 20)で

は、在宅勤務のメリットに通勤負担の軽減をあげた人が

多かった一方で、公私の切り替えの難しさや運動不足と

いった問題があると指摘されている。このような観点か

ら、余暇活動に付随する移動についても、「活動前後の

気分の切り替え」のような役割が存在し、余暇活動の満

足度に影響すると考えられる。それが活動の選択に影響

すると考え、仮説②を立てている。 

これらの仮説の検証のため、コロナ禍における余暇活

動実態を把握するアンケート調査を以下の通り実施する。 

 

(2) アンケート調査の概要 

  

コロナ禍の影響を鑑み、Webアンケート調査として実

施する。仮説の検証のため、余暇活動について ① 活動

目的と代替の実態、及び外出自粛による目的達成度 ② 

活動から派生する移動の意義のデータを得ることを目的

とする。 

前述の仮説検証に必要な調査内容として、普段行って

いる余暇活動とその目的・場所、コロナ禍で影響を受け

た活動の代替実態と目的達成度、余暇活動から派生する

移動の意義の有無、に関する設問を設ける。 

コロナ禍における余暇活動の選択にあたっては、感染

症へのリスク認知や、が影響すると考えられる。そこで、

既往研究 16)17)を参考に、リスクや情報収集手段について

の設問を設ける。 

また、今回のコロナ禍では、緊急事態宣言の発令・解

除や各種レジャー施設の営業状況が経時的に変化した。

そこで、本調査ではコロナ禍中に関しても複数時点での

活動実態を調査し、活動実態の変化について把握する。 

 

図-1 調査項目と仮説の対応 

 

(3) 分析の方向性 

 調査で得られたデータによって図 1のように仮説の検

証を行う。コロナ禍前後の余暇活動実態から、余暇活動

満足度および代替状況の要因分析を行い、各活動のどの

要素が活動選択に影響しているかを把握する（仮説１の

検証）。さらに、余暇活動から派生する移動の実態と余

暇活動の満足度についても関係を分析し、付随する移動

の意義があるかを明らかにする。 

 

4. おわりに 

今後 Web アンケート調査を実施し、得られた

データから仮説の検証及び実態の把握を進める。 

その過程において、余暇活動から派生する移動

の意義とその要因を分析することで、それを満

足する交通施設・都市空間への示唆を得ること

を目標とし、調査・分析を進めていく。 
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